
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自己点検・自己評価報告書 
 

 

令和５年６月３０日現在 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

明治東洋医学院専門学校 
 

令和５年６月 30 日作成



目  次 

基準１ 教育理念・目的・育成人材像等 .................................... 1 

1-1 理念・目的・育成人材像は定められているか .................................. 2 

1-2 学校の特色はなにか .......................................................................... 3 

1-3 学校の将来構想を抱いているか ........................................................ 4 

基準２ 学校運営 ....................................................................... 5 

2-4 運営方針は定められているか ............................................................ 6 

2-5 事業計画は定められているか ............................................................ 7 

2-6 運営組織や意思決定機能は、効率的なものになっているか ............ 8 

2-7 人事や賃金での処遇に関する制度は整備されているか .................... 9 

2-8 意思決定システムは確立されているか ........................................... 11 

2-9 情報システム化等による業務の効率化が図られているか .............. 12 

基準３ 教育活動 ..................................................................... 13 

3-10 各学科の教育目標、育成人材像は、その学科に対応する業界の人材

ニーズに向けて正しく方向付けられているか ...................... 14 

3-11 各学科の教育目標、育成人材像を構成する知識、技術、人間性等は、

業界の人材ニーズレベルに照らして、また学科の教育期間を勘案して、到

達することが可能なレベルとして、明確に定められているか ........ 15 

3-12 カリキュラムは体系的に編成されているか .................. 16 

3-13 学科の各科目は、カリキュラムの中で適正な位置づけをされている

か ............................................................ 17 

3-14 授業評価の実施･評価体制はあるか ......................... 18 

3-15 育成目標に向け授業を行うことができる要件を備えた教員を確保

しているか .................................................... 19 

3-16 成績評価・単位認定の基準は明確になっているか ............ 22 

3-17 資格取得の指導体制はあるか .............................. 23 

基準４ 教育成果 ..................................................................... 24 

4-18 就職率(卒業者就職率・求職者就職率・専門就職率)の向上が図られ

ているか ...................................................... 25 

4-19 資格取得率の向上が図られているか ........................ 26 

4-20 退学率の低減が図られているか ............................ 27 

4-21 卒業生・在校生の社会的な活躍及び評価を把握しているか .... 28 

基準５ 学生支援 ..................................................................... 29 

5-22 就職・進学指導に関する体制は整備され、有効に機能しているか

 .................................................................................................................. 30 

5-23 学生相談に関する体制は整備され、有効に機能しているか ........ 31 

5-24 学生の経済的側面に対する支援が全体的に整備され、有効に機能し

ているか ................................................................................................... 32 

5-25 学生の健康管理を担う組織体制があり、有効に機能しているか . 33 

5-26 課外活動に対する支援体制は整備され、有効に機能しているか . 34 

5-27 学生寮等、学生の生活環境への支援は行われているか................ 35 

5-28 保護者と適切に連携しているか .................................................... 36 

5-29 卒業生への支援体制はあるか ........................................................ 37 

基準６ 教育環境 ..................................................................... 38 

6-30 施設・設備は、教育上の必要性に十分対応できるよう整備されてい

るか ........................................................................................................... 39 

6-31 学外実習、インターンシップ、海外研修等について十分な教育体制

を整備しているか ..................................................................................... 40 

6-32 防災に対する体制は整備されているか ......................................... 41 

 

 



基準７ 学生の募集と受け入れ ................................................ 43 

7-33 学生募集活動は、適正に行われているか ...................................... 44 

7-34 学生募集活動において、教育成果は正確に伝えられているか ..... 45 

7-35 入学選考は、適正かつ公平な基準に基づき行われているか ........ 46 

7-36 学納金は妥当なものとなっているか ............................................. 47 

基準８ 財務 ........................................................................... 48 

8-37 中長期的に学校の財務基盤は安定しているといえるか ................ 49 

8-38 予算・収支計画は有効かつ妥当なものとなっているか ................ 50 

8-39 財務について会計監査が適正におこなわれているか ................... 51 

8-40 財務情報公開の体制整備はできているか ...................................... 52 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基準９ 法令等の遵守 .............................................................. 53 

9-41 法令、設置基準等の遵守と適正な運営がなされているか ............ 54 

9-42 個人情報に関し、その保護のための対策がとられているか ........ 55 

9-43 自己点検・自己評価の実施と問題点の改善に努めているか ........ 56 

9-44 自己点検・自己評価結果の公開はしているか .............................. 57 

基準１０ 社会貢献 ................................................................. 58 

10-45 学校の教育資源や施設を活用した社会貢献を行っているか ...... 59 

 



1 

 

基準１ 教育理念・目的・育成人材像等 
 

点検大項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

 
本校では、「人と人との和」「人と自然との調和」「東洋と西洋の融和」の 

三つの「和」を建学の心とし、医療人の育成に努めている。 

本校の目的について、学則第３条により「学校教育法及びあん摩マッサー

ジ指圧師、はり師、きゅう師等に関する法律並びに柔道整復師法に基づき、

はり師、きゅう師又は柔道整復師に関する知識及び技能を教授し、もって現

代に立脚した合理的思考のできる有資格者を養成するとともに国民の健康保

持・増進に寄与する有為の人材を育成すること」、「あん摩マッサージ指圧師、

はり師、きゅう師に係る学校養成施設の教員を志望する者に対し、教員とし

て必要な高度の専門教育を施し、すぐれた教員を養成し、もって学校養成施

設における教育の充実、向上に寄与すること」と定めている。 

これらの達成のため、講義、実技、実習を通じ次の教育目標を掲げている。 

 ・施術者として必要な基本的治療ができる知識・技術・態度を修得する。 

 ・医療人として信頼・尊敬される人格を形成する。 

 ・科学的・合理性のある考え方を修得する。 

 ・社会の要請に即した施術者となる。 

 ・鍼灸師、柔道整復師の資格を取得できる。 

これらの教育理念、目的、人材育成像について、学校案内、学生便覧、ホー

ムページ等にて情報を発信し、学内外に広く周知されるよう努めている。 

 
「和の精神」を真髄となし、東西両医学を有機的に関連づけて、社会および

国民の医療に貢献できる真の医療人を育成することに他なく、「人と人との

和」・「人と自然との調和」・「東洋と西洋の融和」を掲げ、これを成し遂げて

いく。専修学校の目的は、「職業若しくは実際生活に必要な能力を育成し、又

は教養の向上を図る」としており、専門的職能と医療人として相応しい人間

性を育むため、実技教育と人間教育を重視している。 

 

 
最終更新日付 2023 年 6 月 30 日 記載責任者 堀井 静 
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1-1 （1/1） 

1-1 理念・目的・育成人材像は定められているか 

 

点検小項目 ア 方針 イ 現状 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

1-1-1 学校が教育を行

う理念・目的・育成人

材像などが、明確に定

められているか 

本校は医療人を養成することから、そ

の理念、目的、育成人材像は、解りや

すい表現で、明確に定められるべきで

ある。 

学生便覧、学則第３条に明確に定

めている。 

 学則 

学生便覧 

ホームページ（情報公開） 

1-1-2 理念・目的・育成

人材像を実現するため

の具体的な計画・方法

を持っているか 

講義、実技及び臨床実習を通じ、医療

人としての人格の形成に努めるべきで

ある。 

実技実習、臨床実習を通じ、医療

に携わる者のコミュニケーショ

ン能力、倫理観、態度の修得に努

めている。 

  

1-1-3 理念・目的は、時

代の変化に対応し、そ

の内容を適宜見直され

ているか 

理念は時代を超えて普遍的なものであ

ることから、原則、変更することはな

い。しかしながら、教育目的は社会状

況の変化を考慮し、カリキュラム、授

業内容については、社会状況を鑑み対

応しなければならない。 

時代の変化に対応できるよう、

2021 年度入学生から新教育課程

がスタートし、実施内容等問題点

の抽出に取り組んでいる。 

課題：2023 年度入学生を

もって新教育課程の完成

年度を迎えることから、

問題点等を整理する。 

解決方向：問題点等を協

議し、新教育課程の検討

を進める。 

鍼灸学科・柔整学科教育

課程 

1-1-4 理念・目的・育成

人材像等は、教職員に

周知され、また学外に

も広く公表されている

か 

理念、目的、育成人材等について、教

職員並びに学生だけでなく、広く学外

にも周知させるべきである。 

学内においては、教員会議、学生

便覧等で周知を図り、また、学外

においては、ホームページ、学校

パンフ等で広く公表している。 

 学則 

学生便覧 

明治東洋医学院専門 

学校ホームページ 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

理念・目的・育成人材像について、明確に定め、学内外に周知する。 教育理念等については開講以来今もなお変更することなく引き継がれ、カリ

キュラム等については、完成年度を迎える年度にあたっては、カリキュラム

の見直しに適宜取り組んでいる。 

 
最終更新日付 2023 年 6 月 30 日 記載責任者 堀井 静 



3 

1-2 （1/1） 

1-2 学校の特色はなにか 

 

点検小項目 ア 方針 イ 現状 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

1-2-5 学校の特色とし

て挙げられるものがあ

るか 

常に教育課程の充実に努め、社会のニ

ーズに対応できる医療人、教育者を育

成する。 

ICT を活用した教育の充実を図る。 

国家資格取得 100％を目標とし、個別

学修支援を実施する。 

医療機関、スポーツ現場、附属治療所、

介護施設等との連携を強化し、臨床実

習の充実（早期体験→見学→補助→実

践）及び就職先の充実に努める。 

学費減免制度により、Wライセンス（鍼

灸師、柔道整復師）の資格取得を支援

する。 

同窓会活動の一貫としての卒後教育の

充実を図る。 

学納金については、既修得単位の減免

制度を実施する。医療資格に加え、

JATAC 認定アスレチックトレーナー、

JAA認定アロマコーディネーター等の

資格取得も可能とする。 

各学科とも実技・実習を重視した

教育に取り組んでいる。また、卒

業後も卒後研修会を定期的に開

催して、自己研鑽を支援し、社会

の要請に対応できるよう生涯教

育に取り組んでいる。 

国家資格取得に関し、2023 年 3

月卒業生の合格率は、はり師

93.2％、きゅう師 93.2％、柔道

整復師 85％の結果であった。 

新型コロナ禍の中、対面授業、リ

モート授業、オンデマンド授業に

積極的に取り組み、教育の質保証

に取り組んでいる。また、同窓会

においても、対面及び WEB によ

るハイブリッド型の研修会を実

施している。 

課題：伝統と実績、卒業

生数、学びの環境、充実

した教育カリキュラム、

ICT 教育など、他校と比

較し、本校の強みとして

掲げているところではあ

るが、学生定員が充足で

きていない状況である。 

解決方向：全教職員一丸

となって、SWOT 分析に

より情報を共有し、本校

の強みを更に伸ばし、問

題点である弱みの改善に

取り組む。 

明治東洋医学院専門 

学校ホームページ 

学生募集パンフレット 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

ＩＣＴを活用した教育、多様な実習教育、卒後研修（生涯教育）を通じ、本

校の目指す人材を育成する。 

基礎となる教育課程以外に、将来を広げ、専門性を高めたい学生を支援する

資格取得の講座、インターンシップ実習、卒業生によるスキルアップセミナ

ーを別途開講し、社会のニーズに対応できる医療人を養成している。 

 
最終更新日付 2023 年 6 月 30 日 記載責任者 堀井 静 
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1-3 （1/1） 

1-3 学校の将来構想を抱いているか 

 

点検小項目 ア 方針 イ 現状 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

1-3-6 学校の将来構想

を描き、3～5 年程度先

を見据えた中期的構想

を抱いているか 

学校法人明治東洋医学院としての中長

期計画を策定し、その中で学校の将来

構想の基本方針を次のとおり定める。 

① 優れた人材を確保し、専門学校の役

割である職能教育の徹底化とブラン

ド化を進める。 

② 臨床教育の一層の充実をはかる。 

③ 上記の構想を達成するためには、教

員の資質向上が重要であり、そのため

に大学との人事交流及び組織的な研

修制度を構築のうえ、実施する。 

本校には、姉妹校に明治国際

医療大学（鍼灸学部、保健医

療学部、看護学部）があり、

また、大学には附属病院、大

学院を開設している。 

学院として 2020 年度に中期

計画を策定し、学校として

は、経営、運営基盤の強化、

学生募集の強化、教育改革を

掲げている。 

 2022 年度事業報告書 

2022 年度事業計画書 

法人 中期的な計画 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

学校運営には安定した学納金収入（入学生の確保）が必要であり、教職員一

丸となった学生募集、更なる学生満足度の高い教育改革、卒業生との連携強

化が必要である。 

16,000 名を超す卒業生を輩出していることから、卒業生との連携を更に強化

し、専門分野における実習先、就職先の充実を図る。 

 
最終更新日付 2023 年 6 月 30 日 記載責任者 堀井 静 
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基準２ 学校運営 
 

点検大項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

 

 学校運営について、学院全体として捉え、法人、大学、附属病院、専門学

校等の部門毎に事業計画書、予算書を作成し、理事会、評議員会の承認を得

て、事業計画に基づいた学校運営に取り組んでいる。また、年度終了後は、

２ケ月以内に収支計算書類並びに事業報告書を作成し、役員会の承認を得て、

その結果の情報を公開している。 

 学校運営組織としては、毎月、部長以上で構成される管理運営会議、専任

教員で構成される教員会議、教育委員会等の各種委員会を開催し、学校運営

並びに教育の充実、教員の資質向上に取り組んでいる。 

 

 

学校の 2022 年度の基本計画は次のとおりである。 

１．入学定員の充足率改善 

２．ICT を活用した授業の質向上 

３．国家試験合格率の向上 

４．学生支援体制の強化 

５．経費削減の推進 

６．FD・SD 研修会の推進 

７．附属治療所の患者数確保 

８．同窓生との連携強化 

９．教学 IR の推進 

 
最終更新日付 2023 年 6 月 30 日 記載責任者 堀井 静 
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2-4 （1/1） 

2-4 運営方針は定められているか 

 

点検小項目 ア 方針 イ 現状 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

2-4-1 学校の目的、目標

に基づき、学校運営方

針は明確に定められて

いるか 

学院評議員会、理事会において承認さ

れた事業計画、予算に基づき、運営す

る。 

毎年度、承認された事業計画

書に基づき、運営している。 

 

 2022 年度事業計画書 

2-4-2 学校運営方針は

きちんと教職員に明示

され、伝わっているか 

学院評議員会、理事会において承認さ

れた事業計画について、教職員全員に

告知する。 

毎年度 1月及び 4月に学校教

職員全員に対し、教職員連絡

会を開催して、当該年度の運

営方針について、説明会を実

施し、周知徹底を図ってい

る。 

 2022 年度事業計画書 

2-4-3 学校運営方針を

基に、各種諸規定が整

備されているか 

社会の状況に応じ、必要とされる規程

の制定、改正、整備を実施する。 

学院規則は、常務理事会にお

いて、社会の状況に応じ常に

整備を行っている。また、学

校における各種規程につい

ては、管理運営会議において

必要に応じ見直し、整備を行

っている。 

 学校法人明治東洋医学

院規則集 

明治東洋医学院専門 

学校規程集 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

 

次年度の事業計画書は、毎年 12 月に開催される学院評議員会、理事会におい

て承認されており、この事業計画書に基づき、当該年度の学校予算、運営方

針を定めている。 

周知は、1 月及び 4 月に開催する教職員連絡会において徹底している。 

 

 
最終更新日付 2023 年 6 月 30 日 記載責任者 堀井 静 
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2-5 （1/1） 

2-5 事業計画は定められているか 

 

点検小項目 ア 方針 イ 現状 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

2-5-4 学校の目的、目標

を達成するための事業

計画が定められている

か 

年度毎に詳細な事業計画を定め、学院

評議員会、理事会にて承認を得る。 

毎年度、部門毎に事業計画書

を作成し、評議員会、理事会

において承認を受け、遂行し

ている。 

課題：事業計画に掲げている

各項目における目標数値を

達成できていない。 

解決方向：事業計画を教職員

個々が理解し、各々が目標を

定め、積極的に取り組む必要

がある。 

 

 

2-5-5 学校は事業計画

に沿って運営されてい

るか 

 

全教職員の周知徹底を図り、事業計画

に基づき、運営を行うよう努める。 

事業計画書に基づき学校運

営が遂行されたかどうかに

ついて、翌年度の２ケ月以内

に事業報告書として取り纏

め、公表している。 

 

 

2022 年度事業計画書 

2022 年度事業報告書 

学校ホームページ 

明治国際医療大学 

ホームページ 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

毎年度、部門毎（学校、大学、附属病院）において事業計画書及び事業報告

書を作成している。事業計画書は常務理事会において精査され、学院評議員

会、理事会において承認を経て公表している。 

 

 

 
最終更新日付 2023 年 6 月 30 日 記載責任者 堀井 静 
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2-6 （1/1） 

2-6 運営組織や意思決定機能は、効率的なものになっているか 

 

点検小項目 ア 方針 イ 現状 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

2-6-6 運営組織図はあ

るか 

学院の組織及び運営に関する規則に基

づき、運営組織図を明確化する。 

学校法人明治東洋医学院の

組織及び運営に関する規則

に基づき、運営組織図を作成

している。 

 学校法人明治東洋医学

院組織及び運営に関す

る規則 

2-6-7 運営組織や意思

決定機能は、学校の目

的、目標を達成するた

めの効率的なものにな

っているか 

学院の組織及び運営に関する規則に基

づき、速やかな意思決定と効率的な運

営を目指す。 

学院の組織及び運営に関す

る規則及び組織図に基づき、

指示命令系統が明確にされ

ており、効率的な運営の実施

に取り組んでいる。 

 学校法人明治東洋医学

院組織及び運営に関す

る規則 

2-6-8 組織の構成員そ

れぞれの職務分掌と責

任が明確になっている

か 

学院の組織及び運営に関する規則の職

務、事務分掌に基づき、明確化する。 

学院の組織及び運営に関す

る規則の職務、事務分掌に基

づき、明確に定められてい

る。 

 学校法人明治東洋医学

院組織及び運営に関す

る規則 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

学院の組織及び運営に関する規則に基づき、組織運営を遂行している。  

 
最終更新日付 2023 年 6 月 30 日 記載責任者 堀井 静 
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2-7 （1/2） 

2-7 人事や賃金での処遇に関する制度は整備されているか 

 

点検小項目 ア 方針 イ 現状 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

2-7-9 学校運営に必要

な人材の確保と育成が

行われているか 

１．学校運営の状況により、必要な人

材を確保し、配置する。 

２．定期的な FD、SD 研修により、人

材育成を実施する。 

３．関連学会、企業等の連携に努め、

専門的な知識・技能の修得、情報収

集の支援に努める。 

学校運営の状況を加味し、法人本

部人事課と調整を行い、人員の確

保及び配置を行っている。 

人材の育成支援については、加盟

している公益社団法人東洋療法

学校協会及び全国柔道整復学校

協会主催の教員研修会への参加

や外部講師を招き、研修会を実施

している。また、定期的に FD・

SD 研修会を実施している。 

 

 

 

2-7-10 人事考課制度は

整備されているか 

人事考課制度により、客観的かつ公平

な人事考課を実施する。 

法人本部人事課で作成された目

標管理シートに基づき、人事考課

を実施している。 

課題：学校が掲げている

目標と個人の目標が一致

していない。 

解決方向：教職員個々が

学校の掲げている事業計

画に対し、対応できる内

容に取り組む。 

2022 年度事業計画 

目標管理シート 

2-7-11 昇進・昇格制度

は整備されているか 

人事考課制度により、昇進、昇格につ

いて客観的かつ公平に実施する。 

法人本部で作成された目標管理

シートに基づき、人事考課を実施

し、整備している。 

 

 

 

2-7-12 賃金制度は整備

されているか 

学院の職員給与規程に基づき、支給す

る。 

学院の職員給与規程に基づき、支

給している。 

 就業規則 

職員給与規程 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 
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2-7 （2/2） 

点検小項目 ア 方針 イ 現状 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

2-7-13 採用制度は整備

されているか 

就業規則に基づき、人事採用試験を実

施する。 

法人本部人事課と調整を行い、学

校ホームページ等により、学外に

広く募集を行い、採用試験（面接、

模擬授業）を実施することによ

り、1 名を採用した。 

課題：収入に対する人件

費比率が高い。 

解決方向：非常勤講師、

非常勤職員としての人材

の登用も検討する。 

就業規則 

2-7-14 教職員の増減に

関する情報を明確に把

握しているか 

法人本部人事課において、教職員の増

減について、常に労働者名簿により明

確に把握する。 

採用、退職等の人事に関する管理

は、全て法人本部人事課に集約

し、管理を行い、毎年度事業報告

書において、広く公表している。 

また、大阪府が実施する基礎資料

調査報告等により、明確に把握し

ている。 

 

 

 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

人事及び賃金等に関する規程は、学校法人明治東洋医学院 就業規則及び職

員給与規程で定め、整備している。 

 

 
最終更新日付 2023 年 6 月 30 日 記載責任者 堀井 静 
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2-8 （1/1） 

2-8 意思決定システムは確立されているか 

 

点検小項目 ア 方針 イ 現状 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

2-8-15 意思決定システ

ムは確立されているか 

学校法人明治東洋医学院 寄附行為に

基づき、理事会を中心とした意思決定

システムを構築する。 

学院においては、常務理事会、理

事会、評議員会、学校においては、

管理運営会議、教員会議を定期的

に開催し、意思決定システムを確

立している。 

 常務理事会議事録 

理事会議事録 

評議員会議事録 

管理運営会議議事録 

教員会議議事録 

2-8-16 意思決定プロセ

スのポイントとなる仕

組み（会議等）が制度

化されているか 

寄附行為に基づき、評議員会、理事会

等を開催する。 

寄附行為により制度化されてい

る。 

 寄附行為 

2-8-17 意思決定の階

層・権限等は明確か、

学校運営に必要な人材

の確保と育成が行われ

ているか 

寄附行為、組織及び運営に関する規則

に基づき明確に実施する。 

学校運営の状況により、必要な人材を

確保し、FD・SD 研修会を通じ、資質

の向上に努める。 

学院においては、寄附行為及び就

業規則に基づき、意思決定の階層、

権限を明確にしている。また、学

校においては、管理組織図に基づ

き、意思決定を明確にしている。 

 寄附行為 

組織及び運営に関する

規則 

学校組織図 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

寄附行為に基づき、意思決定のシステムが確立されている。  

 
最終更新日付 2023 年 6 月 30 日 記載責任者 堀井 静 
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2-9 （1/1） 

2-9 情報システム化等による業務の効率化が図られているか 

 

点検小項目 ア 方針 イ 現状 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

2-9-18 業務効率化を図

る情報システム化がな

されているか 

教職員間において、LAN 構築がなされ

ており、業務の迅速化、効率化を図る。 

学校組織に情報教育推進室を置き、情

報に関する業務を行う。 

学校内におけるLAN構築、Wi-Fi

環境を整備しており、情報の共

有、業務の効率化を図っている。 

また、入試、教務、同窓会、就職、

図書システムの構築を行い、業務

の効率化に取り組んでいる。 

課題：システムに卓越し

た人員がいない。 

解決方向：人材の確保が

難しいことから、外部業

者委託により実施する。 

 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

業務の効率化を図るため、Wi-Fi 環境の整備がなされている。職員全員が専

用の PC を所有し、学校内 LAN を構築し、情報の共有や業務の効率化を図っ

ている。 

また、学生には iPad を配布し、ICT を活用した情報の発信に努めている。 

 

 
最終更新日付 2023 年 6 月 30 日 記載責任者 堀井 静 
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基準３ 教育活動 
 

点検大項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

鍼灸学科では、内部質保証としては基本的な臨床能力を修得し、臨床実践がで

きるようにするために本校独自に臨床テキストを作成し、それを基本とした臨床

教育システムを構築している。臨床テキストは、主として基本となる診療技術と

診療手順を修得するためのテキストであり、東洋医学と西洋医学を統合した独自

の構成になっている。特に実習においては、徹底した実技指導を通して知識と技

術が修得できるようにしている。このことにより、次の臨床実習に繋げる。また、

学習支援セミナーにより、学生の個別フォローやスキルアップを図り、臨床力を

高める工夫を行っている。 

さらに、実技教育の集大成である臨床実習を行うにあたっては基本的な診療技

術を修得するための実技・実習が多数用意され、合わせて形成的評価として OSCE

形式による臨床実習前試験を行いこれに合格することが臨床実習に進むための

条件となっている。また、卒業時には総括的評価として卒業実技試験を行うこと

により３年間の学習の成果を適切にチェックしている。これらと併せて、第三者

評価として東洋療法学校協会によるはりきゅう実技評価試験を受けることで、は

りきゅう実技の基礎技能の客観的な評価を受けている。 

柔整学科では、解剖学、生理学の科目で、人体の構造と機能を学習し、西洋医

学科目等で、疾患が医療安全の観点から業務範囲であるかどうかを適切に判断す

る知識を身につけ、職業倫理、ルールを遵守しながら誠実、公正に職務を遂行す

る能力及び取り組む姿勢を修得している。柔道整復の専門科目で、柔道整復術の

適応を基礎から応用へと段階的に学習することにより、疾患に対して柔道整復術

が適応されるか否かの判断能力を養い、柔道整復術を段階的に修得、また、段階

をふんだ臨床実習で、見学、臨床補助を通じ、最終的には、自らの判断による応

急処置等の実践ができる臨床力の修得に努めている。 

両学科ともに学生満足度の高い授業の実施と教育効果の向上を目指し、学生の

授業評価を行い、教員へフィードバックしている。また、国家試験合格率 100パ

ーセントを目指し、万全のサポート支援体制（対策講座、個別指導、独自テキス

ト活用等）を実施している。 

 

設置する鍼灸学科、柔整学科、教員養成学科の３学科とも、教育目的を踏

まえ「アドミッションポリシー」、「ディプロマポリシー」を策定し、ホーム

ページや学生便覧などにより学内外に周知している。また、「カリキュラムポ

リシー」はディプロマポリシーをもとに策定されており、一貫性を確保して

いる。 

 

 
最終更新日付 2023 年 6 月 30 日 記載責任者 秋津 知宏 
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3-10 （1/1） 

3-10 各学科の教育目標、育成人材像は、その学科に対応する業界の人材ニーズに向けて正しく方向付けられているか 

 

点検小項目 ア 方針 イ 現状 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

3-10-1 各学科の教育目

標、育成人材像は、そ

の学科に対応する業界

の人材ニーズに向けて

正しく方向付けられて

いるか 

本校においては、①基本的な診療がで

きること、②規則を遵守し、礼儀を重

んじる態度を育成すること、③実技及

び臨床実習を通して医療人として必要

な倫理感・態度・習慣を身に着けるこ

と、の三点を重点事項として日頃から

心掛けるよう指導し、信頼される医療

人であり、社会人になることを目標と

している。また、鍼灸学科、柔整学科、

教員養成学科の３学科とも、「アドミッ

ションポリシー」、「ディプロマポリシ

ー」、「カリキュラムポリシー」を明確

に定めている。 

教育課程編成委員会、個人施

術所等への訪問や就職相談

会を実施することで業界の

人材ニーズを把握する。講

義、実技実習、臨床実習にお

いて業界のニーズレベルに

適するよう指導している。 

課題：業界の求める人材像は、

向上心のある学生、一般常識の

ある学生、思いやりのある学生

である。これら医学教育では教

授し難い内容の教育への反映。 

解決方向：人材ニーズの更なる

聴取に関しては、教育課程編成

委員会にて開業している委員

からの意見を求めるとともに、

教育手法においては、アクティ

ブラーニング等を用いて、探求

心を養う教育を実施する。 

また、授業時間外に教職員と学

生のコミュニケーションを更

に図り、少しでも社会人として

の教養が身に着くよう支援す

る。 

 

教育課程編成委員会 

会議資料 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

業界のニーズレベルに適するべく、医療人として相応しい人間性を育むため

日頃より常に心掛けて教育を実践している。 

 

 
最終更新日付 2023 年 6 月 30 日 記載責任者 秋津 知宏 
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3-11 （1/1） 

3-11 各学科の教育目標、育成人材像を構成する知識、技術、人間性等は、業界の人材ニーズレベルに照らして、また学科の教育期間を

勘案して、到達することが可能なレベルとして、明確に定められているか 

 

点検小項目 ア 方針 イ 現状 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

3-11-2 各学科の教育目

標、育成人材像を構成

する知識、技術、人間

性等は、業界の人材ニ

ーズレベルに照らし

て、また学科の教育期

間を勘案して、到達す

ることが可能なレベル

として、明確に定めら

れているか 

業界（求人先、個人施術所経営の卒業

生）等よりニーズレベルを聞き取り、

教育にフィードバックすることにより

ニーズレベルを担保する。 

詳細についてはシラバスで明記する。 

個人施術所等への訪問の実

施や卒業生セミナーの実施

により情報を収集している。 

課題：業界の求める人材ニー

ズは多種多様であり、限られ

た期間での一般レベルから

特殊技術レベルまでの内容

の教授方法。 

解決方向：人材ニーズの詳細

な分析を行い、より簡潔で効

率の良い教育日程の作成と

個々のシラバスの見直し。 

シラバス 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

業界の求める人材ニーズレベルを教室での講義の中で、全て教授することは

不可能であるため、附属治療施設、学外実習等臨床実習の現場において直接、

担当者より学生に教授することでニーズレベルを可能な限り担保することを

心掛けている。 

 

 
最終更新日付 2023 年 6 月 30 日 記載責任者 秋津 知宏 
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3-12 （1/1） 

3-12 カリキュラムは体系的に編成されているか 

 

点検小項目 ア 方針 イ 現状 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

3-12-3 学科のカリキュ

ラムは、目標達成に向

け十分な内容でかつ体

系的に編成されている

か 

ディプロマポリシーを具現化するため

にカリキュラムポリシーを策定し、そ

れに基づいた教育課程を体系的に編成

する。また、教育課程はそれぞれの指

定規則に基づき、構成する。 

国家試験の合格を目指し、教

育を実施している。また、卒

後の即戦力を養うための臨

床実習も指定規則に基づき、

実施している。 

課題：臨床実習は実習施設に

より内容に差異がある。 

解決方向：差異があることを

活かし、学生の将来像にあっ

た実習施設の選択を試みる。 

認定・指定規則 

シラバス 

3-12-4 カリキュラムの

内容について、業界な

ど外部者の意見を反映

しているか 

卒業生や他の教育施設、学会役員と連

携を取り、必要事項を検討し、カリキ

ュラムに反映している。 

年2回「教育課程編成委員会」

を開催して反映している。ま

た、外部臨床実習施設の評価

者と意見交換を実施してい

る。 

 教育課程編成委員会 

会議資料 

3-12-5 カリキュラムを

編成する体制は明確に

なっているか 

本校教育委員会においてカリキュラム

の骨子を策定し、原案を作成し授業担

当者の意見を反映させカリキュラムを

作成する。 

原案に科目担当者等の意見

を踏まえ、より効率的で現実

的な教育を実践している。 

 学則 

シラバス 

3-12-6 カリキュラムを

定期的に見直している

か 

学生目線に立ったカリキュラムの作成

に心掛け、検討を継続して定期的な見

直しを実施する。 

旧カリキュラムの問題点を

整理し、「教育課程編成委員

会」の意見も踏まえた教育課

程を構築し、新カリキュラム

の運用が始まっている。 

課題：新カリキュラムにおけ

る、新規開設科目（自由選択科

目）であるインターンシップ実

習の運用ができていない。 

解決方法：学生のニーズに答え

るべく実習先との実習内容の

早期調整を進める 

学則 

シラバス 

教育課程表 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

学生のニーズ、学修レベル及び将来の目標など個々に対応した弾力的かつ教

育の質を保証するために、卒業時の到達目標を設定したカリキュラムを編成

する。 

 

 
最終更新日付 2023 年 6 月 30 日 記載責任者 秋津 知宏 
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3-13 （1/1） 

3-13 学科の各科目は、カリキュラムの中で適正な位置づけをされているか 

 

点検小項目 ア 方針 イ 現状 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

3-13-7 学科の各科目

は、カリキュラムの中

で適正な位置付けをさ

れているか 

基礎から応用へと段階的な科目の構築

を進め、適正な位置付けを行う。 

現状において考え得る、教育

効果の高いカリキュラムを

実践している。 

課題：更なる教育効果の向

上。 

解決方向：シラバス、教員に

よる授業参観等での内容の

精査を実施し、より高いレベ

ルでの教育を実践する。 

シラバス 

3-13-8 各科目の指導内

容、方法等を示したシ

ラバスが作成されてい

るか 

シラバスは、授業内容、授業における

注意事項、定期試験受験資格、成績評

価等を明記する。 

毎年、科目担当者が作成し、

学科で精査した後、学生に配

布し説明をしている。また、

シラバスはホームページで

公開している。 

課題：更なる明瞭なシラバス

の作成。 

解決方向：学生へのアンケー

ト調査及び学生の単位修得

状況等を分析し、改善に取り

組む。 

シラバス 

3-13-9 各科目の一コマ

の授業について、その

授業シラバスが作成さ

れているか 

シラバスには、授業計画として毎回の

授業内容を記載する。 

科目担当者が個々に作成し、

各授業初回時に配布してい

る。また、ホームページに公

開している。 

課題：更なる明瞭なシラバス

の作成。 

解決方向：学生へのアンケー

ト調査及び学生の単位修得

状況等を分析し、改善に取り

組む。 

シラバス 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

シラバスは、本校の教育の指針となることから、充分に内容を検討し、学生

に提供する。また、ホームページ上で、広く公表する。 

 

 
最終更新日付 2023 年 6 月 30 日 記載責任者 秋津 知宏 
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3-14 （1/1） 

3-14 授業評価の実施･評価体制はあるか 

 

点検小項目 ア 方針 イ 現状 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

3-14-10 学生による授

業評価を実施している

か 

各学科各学年とも各学期終了後に授業

評価アンケートを実施する。 

各学期の最終授業時に授業

評価アンケートを実施して

いる。 

課題：WEB による授業アン

ケートの回収率については、

各学科で改善に努め、専任教

員科目は回収率が向上した

が、非常勤講師科目は低いま

まとなっている。 

解決方向：非常勤講師科目の

アンケートも専任教員が実

施することにより回収率の

向上を図る。 

 

授業評価アンケート 

3-14-11 授業内容の設

計や教授法等の現状に

ついて、その適否につ

き学科や学校として把

握・評価する体制があ

るか 

授業評価アンケートを基に、授業担当

者へのフィードバックを行い、問題点

の抽出、改善に取り組むとともに、学

校内においてもアンケート結果を公表

し、改善及び検討を行う。 

また、教員の授業の質向上を図るため、

教員間による授業見学を実施する。 

成績評価終了後に、学生から

の授業評価アンケートを授

業担当者に開示し、個々の改

善に努めている。また、学修

成果の可視化の一環として、

各科目の GPA、学生の単位修

得状況を整理し、管理運営会

議において報告し PDCA サ

イクルの推進に努めている。 

課題：各科目の単位修得状況

及び GPA（評価の分布）に偏

りがある。 

解決方向：科目の教育目標は

各科目担当者が設定してい

るが、各学科において各学年

における達成目標、各科目に

おける到達目標を共通認識

する必要がある。 

  

授業評価アンケート 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

更なる教育効果の向上を目指し、アンケート評価の問題点の改善に努める。 

また、教員間による授業見学を実施している。 

 

 
最終更新日付 2023 年 6 月 30 日 記載責任者 秋津 知宏 
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3-15 （1/3） 

3-15 育成目標に向け授業を行うことができる要件を備えた教員を確保しているか 

 

点検小項目 ア 方針 イ 現状 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

3-15-12 学科の育成目

標に向け授業を行うこ

とができる要件（専門

性・人間性・教授力・

必要資格等）を備えた

教員を確保しているか 

臨床経験豊富な医師や鍼灸師、柔道整

復師など、医療人として、また、研究

者として第一線で活躍する講師陣を確

保する。 

教員資格（教員養成学科卒業生

や明治国際医療大学大学院修

了）を有し、面接、模擬授業等

の実施により、教員としての適

性等の判断を行っている。 

 履歴書 

 

3-15-13 教員の専門性

レベルは、業界レベル

に十分対応しているか 

業界レベルに対応した専門性レベルを

有する人材を講師陣として採用する。 

学会発表等の研究実績をは

じめ、業界では専門性レベル

の高い講師陣を配置してい

る。 

課題：専門レベルの維持 

解決方向：専門学会や研修会

への参加を促し、専門性のあ

る講演依頼等も積極的に受

諾するよう努める。 

学会抄録 

3-15-14 教員の専門性

を適宜把握し、評価し

ているか 

学科内において、個別に面談等を実施

し、教員の専門性を活かした科目を担

当させる。 

学会参加、学会発表、研究実

績等、専門性の把握に努めて

いる。 

課題：専門性の更なる強化と

専門性を有する新たな教員

の育成 

解決方向：専門性の適性判断

等の行える人材による指導。 

 

3-15-15 教員の専門性

を向上させる研修を行

っているか 

教員の専門性を高めるため、積極的に

FD 研修、学外研修、学会参加を推奨

する。 

各教員の専門性レベルに応

じた学外研修を推奨・支援し

ている。 

 学会抄録 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 
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3-15 （2/3） 

 

 

点検小項目 ア 方針 イ アの根拠 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

3-15-16 教員の教授力

（インストラクション

スキル）を適宜把握し、

評価しているか 

教員としての適性や教授力は、本校で

の教育にとって最も重要なファクター

であるため、継続して教員個々の教授

力の向上をめざし学校としての把握を

行う。 

現在、教員に対する評価委員

会等は設置されていないが、

学科内においては、各教員か

ら提出される「職務記述書」

等を参考に、校長、学科長が

個々の教員評価を行う。ま

た、学生による授業評価アン

ケートを実施し教育評価を

行っている。 

課題：教員の評価を行うため

の客観的な資料が不足。 

解決方法：各学科においての

１年間の目標を定め、教育を

実施。学生のアンケート結果

の分析、単位の修得状況や評

価点の分布等を可視化し、客

観的な分析結果を用いた評

価システムを構築する。 

 

授業評価アンケート 

目標管理 

3-15-17 教員の教授力

（インストラクション

スキル）を向上させる

研修を行っているか 

姉妹校の明治国際医療大学や他の大学

等への研修を薦める。また、学校協会

が主催する教員研修会への参加、個々

が加入している学会等への参加を促

す。 

学校協会主催の外部研修会

等への参加、個々が加入して

いる学会等への参加を実施

し、各個人が研鑽に努めてい

る。 

課題：個人が研修した内容が

学校教育に反映しているか

明確でない。 

解決方法：個人の研究・研修

についての報告会を実施し、

教育の向上を図る。 

東洋療法学校協会、全国

柔道整復学校協会教員

研修会 

3-15-18 教員間（非常

勤講師も含めて）で適

切に協業しているか 

非常勤講師も含め、継続的に学科長を

中心に協議を実施し、授業の教育効果

向上を図る。 

学科ごとの教員会議におい

て、問題点の共有、それに対

する改善策の協議を実施し

ている。 

課題：教員間の更なる情報の

共有とコミュニケーション。 

解決方向：専任教員間、また、

非常勤講師との連携の場を

定期的に設ける。 

学科教員会議資料 

3-15-19 非常勤講師間

で適切に協業している

か 

本校教育目標に基づき非常勤講師個々

の専門性を勘案した上で講義を依頼す

る。 

非常勤講師の専門性を把握し

た上で、その専門性に応じた授

業を依頼することで協業を実

施している。また、非常勤講師

間の情報共有及びコミュニケ

ーションの場を設けるため「非

常勤講師懇談会」を実施した。 

 シラバス 

授業評価アンケート 

非常勤講師懇談会実施

報告書 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 
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3-15 （3/3） 

点検小項目 ア 方針 イ 現状 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

3-15-20 非常勤講師の

採用基準は明確か 

適性、教員資格、実績等を勘案し採用

を決定する。 

あはき師、柔道整復師養成施

設の関連規則、専修学校設置

基準に基づく教員資格を確

認し、非常勤講師の募集を実

施している。 

課題：教授力の評価・判断。 

解決方向：非常勤講師の採用

にあたっても、専門性、人間

性はもとより、模擬授業を行

うなど、教授力を評価する制

度を導入する必要がある。 

履歴書等 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

姉妹校の明治国際医療大学をはじめ、本校教員養成学科卒業生、教員資格の

ある業界人等から広く公募を行い採用者の決定を行っている。 

 

 
最終更新日付 2023 年 6 月 30 日 記載責任者 秋津 知宏 
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3-16 （1/1） 

3-16 成績評価・単位認定の基準は明確になっているか 

 

点検小項目 ア 方針 イ 現状 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

3-16-21 成績評価・単

位認定の基準は明確に

なっているか 

学生便覧等に記載し、成績評価・単位

認定の基準を明確にする。 

成績評価・単位認定の基準

（各科目 60 点以上）は明確

であり、所定の基準を充たし

た者が単位を認定（秀、優、

良、可）されている。また、

基準の明確化を行うため、

GPA 制度の導入を実施して

いる。 

課題：基準は明確になってい

るが、単位認定のための評価

試験の難易度は講義担当者

の判断により一律ではない。 

解決方向：学科内において各

学年及び各科目の到達目標

を共有する。  

学則 

学生便覧 

3-16-22 他の高等教育

機関との間の単位互換

に関する明確な基準が

あるか 

高等教育機関及び厚生労働大臣の指定

を受けた養成施設（医療関係職）との

単位互換について、明確な基準を定め

る。 

他の養成校等で取得した単

位は、認定・指定規則に基づ

き、既修得単位として認定を

行っている。 

  

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

成績評価・単位認定の基準は、学則に明記されており、学生便覧等で学生に

周知を行っている。 

 

 
最終更新日付 2023 年 6 月 30 日 記載責任者 秋津 知宏 
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3-17 （1/1） 

3-17 資格取得の指導体制はあるか 

 

点検小項目 ア 方針 イ 現状 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

3-17-23 目標とする資

格はカリキュラムの上

で明確に定められてい

るか 

認定・指定規則に基づき、カリキュラ

ムを決定し、国家資格取得を目指す。 

知識面においては、専門基礎

科目、専門科目において、明

確に定めている。技術面にお

いては、臨床実習の意義を明

確にし、臨床実習 I から臨床

実習 IV まで、段階的に学生

が実習に取り組む知識、技術

の修得に向けた教育課程を

進めている。 

 学則 

3-17-24 目標とする資

格の取得をサポートで

きる教育内容になって

いるか 

国家資格取得に向けた教育課程とす

る。 

教育課程表に基づき履修して

いるが、単位修得が困難な学生

については個別にフォローア

ップセミナー、更なる知識・技

術を求める学生にはスキルア

ップセミナー等の講座を開設

し、国家資格取得に向け、取り

組んでいる。 

 シラバス 

フォローアップセミナー 

スキルアップセミナー 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

フォローアップセミナー、スキルアップセミナー、聴講生制度等を実施する

ことにより、国家資格取得に向けた個別に対応できる万全な体制を取り、教

育的な学生支援を実施している。 

 

 
最終更新日付 2023 年 6 月 30 日 記載責任者 秋津 知宏 
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基準４ 教育成果 
 

点検大項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

本校では、先に記載のとおり「人と人との和」「人と自然との調和」「東洋と

西洋の融和」という三つの「和」を建学の心とし、医療人の育成に努めてい

る。したがって、本校の最終的な教育効果は国家試験の合格にとどまらず、

西洋医学と東洋医学の双方から診療ができ、患者さんにとって最適な治療が

提供できるよう常に何が最善の治療なのかを見極め、そして実行する事が治

療家としての心であるとの教えを、本校の柱として教育を行っている。その

精神が長年に亘り受け継がれ、多くの事業所に卒業生が採用され、その事業

所から継続して求人依頼があることこそが本校の教育の効果である。 

教育成果は、国家試験合格率により、示される。 

過去３年間の合格率は、次のとおりである。 

 

 

 

 はり師 きゅう師 柔道整復師 

2022 年度卒業生 93.2％ 93.2％ 85.0％ 

2021 年度卒業生 83.3％ 87.5％ 93.3％ 

2020 年度卒業生 90.9％ 90.9％ 91.3％ 

 
最終更新日付 2023 年 6 月 30 日 記載責任者 秋津 知宏 
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4-18 （1/1） 

4-18 就職率(卒業者就職率・求職者就職率・専門就職率)の向上が図られているか 

 

点検小項目 ア 方針 イ 現状 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

4-18-1 就職率（卒業者

就職率・求職者就職

率・専門就職率）の向

上が図られているか 

就職率 100％を目指す。 就職率は例年 100％であるが、新

たな就職先を開拓するに当たり、

過去３年間の就職先を整理（業務

内容・地域、就職者数）した。ま

た、教員による、就職先への訪問

を実施している。 

課題：卒業生の就職先の整理

は行っているが、離職につい

ての掌握が出来ていない。 

解決方向：次年度以降、就職

先への訪問や卒業生に対し

てのアンケート調査を実施

し掌握する。 

 

4-18-2 就職成果とその

推移に関する情報を明

確に把握しているか 

定期報告に基づき、就職成果とそ

の推移に関する情報を把握する。 

毎年、認定、指定規則に基づき、

就職成果の報告を行い、就職の推

移を把握している。就職率につい

ては、学校案内、ホームページ等

で公表している。 

 学校案内 

ホームページ 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

就職を希望する学生の就職率は、常に 100％を目指している。 

 

 

 
最終更新日付 2023 年 6 月 30 日 記載責任者 秋津 知宏 
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4-19 （1/1） 

4-19 資格取得率の向上が図られているか 

 

点検小項目 ア 方針 イ 現状 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

4-19-3 資格取得率の向

上が図られているか 

国家試験合格率 100%を目指す。 資格取得が困難な学生に対

しては、個別に指導すること

により、2022 年度卒業生の

資格取得率は、鍼灸学科にお

いては、はり師 93.2％、きゅ

う師 93.2％、柔整学科におい

ては、柔道整復師 85.0％であ

る。 

課題：100％の目標数値に未

達。 

解決方向：模擬試験、国試対策

授業等において客観的に自己

成績を認識させ、危険ゾーンの

学生に対しては指導を強化す

る。両学科ともに、クラスアド

バイザーによる成績状況等の

把握を強化し、個々に応じた適

切な指導を推進する。 

また、ICT を活用した振り返

り教育を充実させる。 

国家試験学校別合格一

覧 

4-19-4 資格取得者数と

その推移に関する情報

を明確に把握している

か 

厚生労働省において、受験番号による

合格者が公表されているため、本校受

験者の合否の把握は明確である。 

合格発表日に本校学生の合

否確認を行い、教職員には、

連絡会議及び教員会議にお

いて合格率、学校順位等の周

知を図っている。 

 国家試験学校別合格一

覧 

 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

期末試験、模擬試験の結果を基に、資格取得が難しいと判断した学生に対し、

専任教員が課題を与え、個別指導を行い、資格取得の支援を実施している。 

 

 
最終更新日付 2023 年 6 月 30 日 記載責任者 秋津 知宏 
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4-20 （1/1） 

4-20 退学率の低減が図られているか 

 

点検小項目 ア 方針 イ 現状 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

4-20-5 退学率の低減が

図られているか 

成績不振や学習意欲が低下している学

生に対し、面談を重点的に実施し、退

学することがないよう個別にサポート

する。 

クラスアドバイザーを中心

に教職協働で、学籍異動に繋

がる可能性のある学生を把

握し、学修面だけでなく学生

生活全体のサポート体制を

構築している。また、学生の

指導状況や保護者との面談

内容を共有するため、「学籍

異動経緯書」を作成するとと

もに、事務職員も出席するア

ドバイザーミーティングを

定期的に開催している。 

課題：退学者が存在。 

解決方向：教職員がさらに

個々の学生とコミュニケー

ションを図り、学生の修学状

況を掌握し、早期の対応を行

う。 

 

4-22-6 入退学者数とそ

の推移に関する情報を

明確に把握しているか 

入退学者数については、教職員が積極

的に情報を把握する。 

入学者、退学者については、

関連の会議のほか、管理運営

会議、教員会議等で随時報告

を行っている。 

 管理運営会議議事録 

教員会議議事録 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

入学者が初期の目的を達成できるよう、フォローアップセミナー等を活用し

た教育的な学生支援、本学院独自の奨学金、特待生制度を活用した経済的な

学生支援、生活面でのクラスアドバイザーによる学生支援等を更に充実させ、

学生にとって満足度の高い学校とし、退学者の低減を目指している。 

 

 
最終更新日付 2023 年 6 月 30 日 記載責任者 秋津 知宏 

 



28 

4-21 （1/1） 

4-21 卒業生・在校生の社会的な活躍及び評価を把握しているか 

 

点検小項目 ア 方針 イ アの根拠 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

4-21-7 卒業生・在校生

の社会的活躍及び評価

を把握しているか 

教育効果を把握し、現状の教育方法等

を改善する目的から、既卒者の動向に

ついては同窓会と連携し把握する。 

卒業生については、同窓会の

名簿作成や既卒者からの求

人依頼、業界団体の役員名簿

により、動向を把握してい

る。 

課題：卒業後、取得した国家

資格以外の職に就いた場合

の動向の把握が困難。 

解決方向：卒業生が学校と関

わり易い環境の構築。 

卒業者名簿データベー

ス 

4-21-8 卒業生の例とし

て特筆すべきものを記

述できるか 

すべての卒業生が特筆すべきものであ

って、例をあげることはできない。 

ホームページ上において「夢

を叶えた卒業生たち」で公開

している。 

 学校校案内 

ホームページ 

4-21-9 在学生や卒業生

の作品や発表が、外部

のコンテスト等で評価

されたか 

「患者さんにとって何が最適な対応か

を見極めることが医療人として必要不

可欠である」との基本理念に基づき、

社会に認められ、患者さん、医療関係

者から信頼される「はり師」「きゅう師」

「柔道整復師」の養成に努める。 

建学の心を理解し、患者さん及

び医療関係者から信頼され、か

つ社会に認められ、必要とされ

る医療人となり、さらには研

究・教育の分野でも評価される

人材の育成に努めている。 

  

4-21-10 在学生や卒業

生の作品や発表が、外

部のコンテスト等で評

価された例として特筆

すべきものを記述できるか 

すべての卒業生が特筆すべきものであ

って、例をあげることはできない。 

教育・研究分野にあたっては

各種学会等で多く発表され

ている。 

 学会抄録 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

現在、約 16,000 名の卒業者を輩出し、業界では一歩リードをしている本校の

責務は決して少なくないものと認識している。今後、本校を卒業する在校生

には業界の発展に寄与する人材として大きな期待がかかっていることから、

教職員は本校のミッションをしっかりと認識し、それを実行し、推進する覚

悟を持ち、学生の育成にあたっていきたい。 

 

 
最終更新日付 2023 年 6 月 30 日 記載責任者 秋津 知宏 
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基準５ 学生支援 
 

点検大項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

 

本校では、次の学生支援体制を整備している。 

１．学修支援 

  授業の理解度を深めるため、専門基礎科目を中心に成績不良者を対象と

した「ファローアップセミナー」、更なる知識、技術の修得の向上を目指

す学生を対象とした「スキルアップセミナー」を開講し、個々の学修環

境にあったサポート体制を整備している。 

２．キャリア支援 

  ３年次に就職に関するアンケートを定期的に実施し、就職に対する意識

の向上に努めている。また、就職を控えた３年生全員に対し、就職説明

会を実施し、就職相談会の開催の案内及び積極的な参加を呼びかけてい

る。 

３．学生支援 

  学生生活において、クラスアドバイザー（専任教員）を中心に教務課、

学生課による学生動態の把握に努め、成績不良及び出席不良者に対する

早期個別指導体制を整備している。また、保護者との密な連携をとるこ

とができるよう保護者説明会を実施している。 

４．健康支援 

  附属治療所並びに専門学校校地内に設置された連携クリニック「哲平診

療所」（内科、外科等）において、学生の健康管理の整備に努めている。 

５．学生相談室 

  様々な悩みを抱える学生が、学生生活、友人関係、学修に関することな

ど、教職員でない有資格者の第三者（カウンセラー）に相談できる環境

を整備している。また、学生が利用する際の申込み方法は、プライバシ

ーの観点から専用 Google フォームを使用して、直接カウンセラーと日時

を調整する。※開室時間：毎週金曜日 13 時～18 時 

 

 
最終更新日付 2023 年 6 月 30 日 記載責任者 秋津 知宏 
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5-22 （1/1） 

5-22 就職・進学指導に関する体制は整備され、有効に機能しているか 

 

点検小項目 ア 方針 イ 現状 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

5-22-1 学生の就職・進

学指導に関する体制は

整備され、有効に機能

しているか 

多数の施術所、施設、医療機関から

求人希望を募ることができるよう、

日頃から連携を図ると同時に新規

就職先確保に取り組む。 

提出された求人票を基に、就職を希

望する学生に案内し、高い就職率を

確保する。 

求人票は、WEB で自由に閲覧でき

るようにしており、希望する就職先

があれば、学生課職員が個別に斡旋

を行っている。また、現行の新教育

課程ではキャリア教育を含む教育

内容の科目を開設するとともに、自

由科目としてインターンシップ実

習を４単位構築した。 

  

5-22-2 就職に関する説

明会を実施しているか 

３年生全員に対し、就職に関する説

明会を実施し、定期的な就職相談会

を開催する。 

３年次の４月に進路に関するアン

ケートを実施するとともに、新型コ

ロナウイルス感染対策を取りつつ

対面での就職相談会を実施した。 

  

5-22-3 就職に関する学

生個別相談を実施して

いるか 

相談窓口を明確にし、学生個別相談

を実施する。 

キャリア支援室に担当者（学生課）

を配置して、学生の個別相談に対応

している。 

  

5-22-4 就職の具体的活

動(履歴書の書き方な

ど)に関する指導を実

施しているか 

面接に対する態度、服装、就職先に

確認すべき点等、指導を徹底する。 

面接等の日程が決定した時に面接

の基本マナー等、個別指導を実施し

ている。 

  

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

定期的なアンケートを実施することにより、就職に対する意識の向上に努め

ている。求人票は、WEB 上で自由に閲覧できるように管理しており、また、

就職希望者には、個別に対応を実施している。 

 

 
最終更新日付 2023 年 6 月 30 日 記載責任者 秋津 知宏 
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5-23 （1/1） 

5-23 学生相談に関する体制は整備され、有効に機能しているか 

 

点検小項目 ア 方針 イ 現状 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

5-23-5 学生相談に関す

る体制は整備され、有

効に機能しているか 

クラスアドバイザー、学科長、学

生課、教務課との密な連携によ

り、学生個別相談に対応する。 

クラスアドバイザー、事務局担当職員

との密な連携により個別に対応して

いる。 

  

5-23-6 学生相談室を開

設しているか 

常時学生からの相談に対応でき

る学生相談室の設置、担当者を配

置する。 

個別に学生からの相談に対応できる

学生相談室に有資格者のカウンセラ

ーを配置している。 

※毎週金曜日 13 時～18 時 

課題：クラスアドバイザーに

直接相談するケースが多く、

相談室の利用は少ない。 

解決方向：相談室の存在の周

知に努める。 

 

5-23-7 学生からの相談

に応じる専用カウンセ

ラーがいるか 

定期的に専用カウンセラーを配

置する。 

クラスアドバイザー、事務局の担当職

員が対応するとともに、学生相談室に

専用カウンセラーを配置している。 

課題：業務時間外の対応につ

いて 

解決方向：WEB でも相談で

きる環境整備を検討する。 

 

5-23-8 留学生に対する

学生相談体制は整備さ

れ、有効に機能してい

るか 

留学生が在学する場合は、個別

に対応できる学生相談窓口を整

備する。 

2022 年度は留学生が１名在籍してお

り、クラスアドバイザーが個別対応を

行っている。 

 

  

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

常時学生の相談に対応できるよう、クラスアドバイザー及び事務局の担当職

員を配置するとともに、学生相談室に有資格者の専用カウンセラーを配置し

ている。 

 

 

 

 

最終更新日付 2023 年 6 月 30 日 記載責任者 秋津 知宏 
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5-24 学生の経済的側面に対する支援が全体的に整備され、有効に機能しているか 

 

点検小項目 ア 方針 イ 現状 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

5-24-9 学生の経済的側

面に対する支援が全体

的に整備され、有効に

機能しているか 

高等教育の修学支援新制度の対象

機関となる。 

日本学生支援機構の奨学金、学院奨

学金により、経済支援体制を整備す

る。 

学費の支払については、一括納入だ

けでなく、分納、延納制度を設け支

援する。 

高等教育の修学支援新制度の対象

機関として認定されている。 

日本学生支援機構の奨学金、学院

奨学金により、支援を実施、また、

学費納入に際しては、分納、延納

制度を設け、学業に専念できるよ

うに機能している。 

 奨学金規程 

学生募集要項 

5-24-10 奨学金制度が

整備され、有効に機能

しているか 

日本学生支援機構の奨学金、学院奨

学金により、支援体制を整備する。 

日本学生支援機構奨学金、独自の

学院奨学金制度を設け、学生に周

知を行い、貸与している。 

 奨学金規程 

学生募集要項 

5-24-11 学費の分納制

度等、学生を経済的に

支援する制度が整備さ

れ、有効に機能してい

るか 

学生からの願い出により、学費の分

納、延納制度を許可し、学業に専念

できるよう整備する。 

学費の分納、延納を許可し、学生

にとってよりよい方法を提供して

いる。 

 学則 

学生便覧 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

高等教育の修学支援制度の対象機関として本校は認定されており、学生に周

知を図っている。国の教育ローン、日本学生支援機構奨学金の案内、学院奨

学金制度を整備している。 

また、一括納入できない学生について、分納、延納制度を整備し、学業に専

念できるように対応している。 

 

 

 
最終更新日付 2023 年 6 月 30 日 記載責任者 堀井 静 
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5-25 （1/1） 

5-25 学生の健康管理を担う組織体制があり、有効に機能しているか 

 

点検小項目 ア 方針 イ 現状 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

5-25-12 定期的に健康

診断を行うなど学生の

健康面への支援体制は

あるか 

毎年度始めのオリエンテーション

時に学生を対象とし、健康診断を実

施する。 

校地内の連携しているクリニッ

クに委託し、学生を対象とし、

健康診断を実施している。 

 

  

5-25-13 学生の健康管

理を担う組織体制があ

り、有効に機能してい

るか 

学生の健康管理に対応する組織と

して、学生課を配置する。 

本校には、附属治療所を設置し

ており、医療資格をもった教員

が常駐している。 

また、校地内に連携のクリニッ

クがあり、健康管理に有効に機

能している。 

  

5-25-14 学生からの健

康相談等に専門に応じ

る医師・看護師等がい

るか 

教員が医療資格者であることから、 

学生からの健康相談に対応する。 

また、校地内に連携のクリニックが

あることから、医師、看護師に迅速

に相談できる支援体制を整備する。 

本校の教員及びクリニック勤務

の医師、看護師により、日常か

らの健康管理に対する相談対応

ができている。 

 

 

 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

教員が医療資格者であり、附属治療所に常駐していることから、学生の健康 

管理体制は常に整備されている。 

また、校地内に連携のクリニックがあることから、医師、看護師が勤務して

おり、健康管理の支援に努めている。 

 

 
最終更新日付 2023 年 6 月 30 日 記載責任者 堀井 静 
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5-26 （1/1） 

5-26 課外活動に対する支援体制は整備され、有効に機能しているか 

 

点検小項目 ア 方針 イ 現状 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

5-26-15 スポーツ等のク

ラブ活動、ボランティア

活動その他、課外活動に対

する支援体制は整備され、有

効に機能しているか 

スポーツ等のクラブ活動、その他、課

外活動に対する支援体制を整備する。 

同好会活動規則、課外活動規則

を整備しており、学生からの要

望に応じ、クラブ、同好会活動

の発足を支援している。 

 

 

同好会活動規則 

課外活動規則 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

アルバイト等をしている学生が多く、クラブ活動に参加する学生が少ないこ

とから、課外活動は、活発には実施されていない。このような状況の下、学

生からの要望に対しては、同好会活動規則、課外活動規則に基づき、クラブ

発足等の支援体制が整備できている。 

 

 
最終更新日付 2023 年 6 月 30 日 記載責任者 堀井 静 
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5-27 （1/1） 

5-27 学生寮等、学生の生活環境への支援は行われているか 

 

点検小項目 ア 方針 イ 現状 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

5-27-16 遠隔地出身者

のための学生寮等、学

生の生活環境への支援

は行われているか 

学生の生活環境への支援に努める。 地方出身者の入学者がほとんどい

ないこと、また、近くにワンルー

ムマンション等があることから、

学生寮は設置していない。住居の

紹介を希望する学生には、信頼の

おける指定不動産業者を推薦して

いる。 

また、校舎内に食堂があり、食に

対する支援、附属治療所での健康

に対する支援に努めている。 

 

 

学生募集要項 

 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

入学者の社会人比率が高いことから、支援実績は多くないが、信頼のおける

不動産会社との提携により、生活環境への支援、また、食堂を整備すること

により、食への支援に努めている。 

 

 
最終更新日付 2023 年 6 月 30 日 記載責任者 堀井 静 
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5-28 （1/1） 

5-28 保護者と適切に連携しているか 

 

点検小項目 ア 方針 イ 現状 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

5-28-17 保護者と適切

に連携しているか 

高校新卒入学者に対し、クラスアド

バイザーと保護者との密な連携を

構築する。 

毎年、オリエンテーション時に

保護者説明会を実施し、授業、

成績、指導、学生生活等に対す

る説明、保護者との連携強化の

依頼を実施しているが、新型コ

ロナウイルス感染拡大防止のた

め、実施できていない。リモー

トでの対応を検討する。 

 

課題：新型コロナウイルス感

染拡防止のため未実施。 

解決方向：WEB による保護

者説明会を検討。 

 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

定期的な保護者説明会の実施、未成年者の学生に対する成績表、出席状況等 

を保護者に通知することにより、クラスアドバイザーと保護者とのより一層 

の連携を強化する。 

 

 
最終更新日付 2023 年 6 月 30 日 記載責任者 堀井 静 
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5-29 （1/1） 

5-29 卒業生への支援体制はあるか 

 

点検小項目 ア 方針 イ 現状 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

5-29-18 同窓会が組織

化され、活発な活動を

しているか 

同窓会が組織化され、毎年度活発

な活動を実施する。 

学校創立から、柔整学科卒業生

は、「明柔会」、鍼灸学科卒業生は

「明友会」として同窓会組織を結

成し、生涯学修に取り組んでい

る。新型コロナウイルス感染拡大

防止の観点から、対面及び WEB

によるハイブリッド型の研修会

を実施した。 

 

 

 

明治東洋医学院専門学

校同窓会会則 

「明柔会」会則 

「明友会」会則 

教員養成学科同窓会会

則 

5-29-19 卒業生をフォ

ローアップする体制が

整備され、有効に機能

しているか 

定期的な研修会の開催を計画し、

充実した生涯教育支援体制を実施

する。 

国家試験不合格者には、国試対策

プログラムのフォローを案内、実

施する。 

学校での定期的な研修会の開催、

また、地方における支部組織を結

成し、支部研修会を開催する等、

生涯学修の支援体制が機能され

ているが、コロナ禍により、地方

の研修会は実施できていない。 

課題：同窓会研修会に積極的

に参加する卒業生が少ない。 

解決方向：社会のニーズに応

じたタイムリーな研修内容

等の実施に努める。 

同窓会会報 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

約 16000 名の卒業生を輩出しており、業界においても要職についておられる

先生が多く、本校にとって、卒業生との連携は不可欠である。 

本校では、同窓会が組織化されており、定期的な研修会の開催など活発な同

窓会活動を実施し、生涯学修を支援している。 

 

 
最終更新日付 2023 年 6 月 30 日 記載責任者 堀井 静 
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基準６ 教育環境 
 

点検大項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

 

平成元年の法改正に伴い、平成４年に現在の地に新築移転した。当時は、最

新設備を完備し、他校にはない教育設備を整備していたが、約 32 年が経過し

たこともあり、設備等の改善が必要な箇所も出てきている。 

学院として、老朽化設備に対する中長期計画を立て、設備の更新、修繕等を

進めていくこととしている。 

校舎内には、食堂及び約 14,000 冊の蔵書を有する図書室がある。 

平成 17 年度には、トレーニング機器を完備した屋内体育施設を新築し、教育

環境の充実に努めた。 

平成 28 年度には、「私立学校施設整備費補助金 エコキャンパス事業」の採

択を得て、校舎内全トイレの改修工事を実施した。 

平成 29 年度には、校内に Wifi 環境を整備、併せて ICT 教育の検討を進めた。

また、校地内に姉妹校である明治国際医療大学の附属クリニックを開設した。 

平成 30 年度には、空調機器の更新、校舎内の LED 化、ICT を活用した教育

を開始し、推進している。 

施設（教室、実技室等）は他校と比べ、広々としており、コロナ禍において

も密とならない環境である。 

 

 

校舎内に食堂があり、食の支援をする場だけでなく、個別学修の場としても

利用している。また、校舎内は wifi 環境が整備されており、ICT 教育の充実

に努めている。 

校地内には、連携しているクリニック（内科、外科等）があり、健康面にお

いて安心して学生生活を送れるように取り組んでいる。 

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、安心して学生さんが授業を受ける

ことができるよう、検温器、パーテーション、消毒液の設置を行っている。

また、教室は密にならないよう座席を配置し、換気に努めている。 

 
最終更新日付 2023 年 6 月 30 日 記載責任者 堀井 静 
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6-30 （1/1） 

6-30 施設・設備は、教育上の必要性に十分対応できるよう整備されているか 

 

点検小項目 ア 方針 イ 現状 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

6-30-1 施設・設備は、

教育上の必要性に十分

対応できるよう整備さ

れているか 

施設、設備は、教育上の必要性に十

分に対応できるよう整備する。 

教育の必要性に応じ、適切な管

理を実施している。また、新型

コロナウイルス感染拡大防止の

ため、検温器、パーテーション、

消毒液を常時設置している。 

 

 

 

6-30-2 施設・設備のメ

ンテナンス体制が整備

され、有効に機能して

いるか 

外部委託業者により、施設、設備の

維持管理に努める。 

清掃、設備管理業者等と委託契

約を行い、管理体制を整備して

おり、快適な学生生活の支援に

努めている。 

 

 

 

6-30-3 施設・設備の更

新に関する計画を立

て、計画通りに更新し

ているか 

学院全体として、施設、設備の更新

に関する中長期計画に基づき、遂行

する。 

施設、設備の更新については、

学院全体として捉え、長期修繕

計画に基づき進めることとして

いる。なお、簡易な修繕につい

ては、都度対応している。 

 

 

 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

清掃、施設、設備等について、外部業者と委託契約を締結し、学生が快適な

学生生活を送れるよう整備している。不具合事項等については、常に早期改

善に努め、教育に支障がないように取り組んでいる。 

 

 
最終更新日付 2023 年 6 月 30 日 記載責任者 堀井 静 
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6-31 （1/1） 

6-31 学外実習、インターンシップ、海外研修等について十分な教育体制を整備しているか 

 

点検小項目 ア 方針 イ 現状 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

6-31-4 学外実習、イン

ターンシップ、海外研

修等について外部の関

係機関と連携し、十分

な教育体制を整備して

いるか 

学外実習、インターンシップ等につ

いて、外部の関係機関と連携し、教

育体制を整備する。 

医療機関、老健施設、整形外科

病院等との連携を密にし、充実

した臨床実習教育が実施できる

よう教育体制を整備している。

新教育課程では、新たに選択科

目としてインターンシップ実習

を導入したが、遂行できていな

い。 

課題：1 単位 40 時間を確保

できるインターンシップ実

習先が少ない。学生がインタ

ーンシップ実習を履修した

実績がない。 

解決方法：学生に魅力がある

実習先を確保し、学生に周知

する。 

 

6-31-5 学外実習、イン

ターンシップ、海外研

修について、その実績

を把握し教育効果を確

認しているか 

学外実習、インターンシップについ

て、到達目標を設定し、ルーブリッ

ク評価により教育効果を確認する。 

研修終了後のレポート及び学外

実習終了後の評価アンケートに

より、学生の満足度の状況を確

認し、教育改善に努めている。 

  

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

職業に必要な実践的かつ専門的な能力を育成するため、学外での臨床研修を

実施することにより、医療人としての態度、心構え、倫理観等を学修してい

る。各実習施設では、ルーブリック評価により教育効果を確認している。 

 

 
最終更新日付 2023 年 6 月 30 日 記載責任者 堀井 静 
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6-32 （1/2） 

6-32 防災に対する体制は整備されているか 

 

点検小項目 ア 方針 イ 現状 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

6-32-6 防災に対する体

制は整備され、有効に

機能しているか 

校長を頂点とした防災体制を整え、 

災害発生時には、速やかな対応を実施

する。 

防火管理者を中心とした火災

予防管理組織編成表及び消防

計画を策定している。 

 

課題：防災に対する危機意識

が職員を含め低い。 

解決方向：日常から、防災に

対する知識を行動に変える

よう積極的に取り組む。 

明治東洋医学院専門学

校消防計画 

6-32-7 災害を起こす可

能性のある設備・機器

等の情報は十分に伝え

られているか 

災害を起こす可能性のある設備・機器

等の情報の共通認識に努める。 

災害を起こす可能性のある設

備、機器等については、外部

委託業者が定期的に点検を行

い、管理している。 

 

 

 

6-32-8 実習時等の事故

防止の体制は十分か 

実習時は、教員の管理が行き届くよう

に常に配慮し、事故防止に全力を尽く

す。また、実習前に必ず、学生に対し

オリエンテーションを実施し、事故防

止を徹底する。 

マニュアルに基づき、医療事

故防止に対する事前説明を行

い、実習時は、教員が事故防

止に努めている。 

  

6-32-9 万が一の災害が

起きた場合に備えた保

険等の処置は十分なも

のとなっているか 

万が一の場合に備え、保険に加入する。 安心して学修できるよう、損

害保険、賠償保険等に加入し

ている。 

  

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 
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6-32 （2/2） 

点検小項目 ア 方針 イ 現状 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

6-32-10 防災訓練を実

施しているか 

定期的に防災訓練を実施する。 コロナ禍により、全教職員、

学生を対象とした防災訓練

ができていないが、教職員の

みで消防訓練を実施した。 

  

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

定期的に避難経路等の確認を実施することにより、防災意識を高め、防災へ

の対応マニュアルを整備し、防災訓練の実施に努める。 

 

 

 
最終更新日付 2023 年 6 月 30 日 記載責任者 堀井 静 
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基準７ 学生の募集と受け入れ 
 

点検大項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

 

文部科学省「職業実践専門課程」認定校である。 

鍼灸学科、柔整学科の講義は、教育訓練給付金制度の対象講座である。 

高等教育の修学支援新制度の対象校である。 

 

「アドミッションポリシー」、カリキュラムポリシー、ディプロマポリシーの

３つのポリシーを策定し、公開している。 

志願者が必要とする情報を学校案内、募集要項、ホームページ等に掲載し、

学生募集を行っている。 

オープンキャンパスを毎月開催し、参加者に本校の特色を理解してもらうよ

う教職員一丸となって取り組んでいる。 

入学試験は、学則に基づき適正に実施し、選考は入試管理会議において公平

に審査し、決定している。 

 

 

 
最終更新日付 2023 年 6 月 30 日 記載責任者 堀井 静 
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7-33 （1/1） 

7-33 学生募集活動は、適正に行われているか 

 

点検小項目 ア 方針 イ 現状 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

7-33-1 学生募集活動

は、適正に行われてい

るか 

加盟している大阪府専修学校各種

学校連合会の入試選抜基準に基づ

き実施する。 

大阪府専修学校各種学校連合会

の入試選抜基準に基づき実施し

ている。 

 募集要項 

学校案内 

7-33-2 学校案内等は、

志望者・保護者等の立

場に立った分かり易い

ものとなっているか 

学校案内等は、志願者、保護者等

の視点に立ち作成する。 

志願者、保護者等の視点に立ち、

わかり易く、また、学校案内等

を確認すれば学校の情報が全て

理解できるよう作成に努めてい

る。 

 募集要項 

学校案内 

7-33-3 志望者等の問い

合わせ・相談に対応す

る体制があるか 

常時、電話相談等に対応できる体

制とする。 

入試専用のフリーダイヤルを設

け、詳細な相談にも対応できる

体制に努めている。また、リモ

ートによる相談も可能としてい

る。 

  

7-33-4 募集定員を満た

す募集活動となってい

るか 

定員充足に向け、インターネット

による広報を中心に募集活動を実

施する。 

定員充足に向け、土、日曜日を

利用した毎月のオープンキャン

パス、平日を利用した学校説明

会を開催。また、インターネッ

トによる広報を強化、ホームペ

ージの情報更新、リスティング

広告に取り組んでいる。 

課題：募集定員を満たしてい

ない。 

 

2022 年度予算書 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

入試広報に対する担当者を配置し、志願者、保護者の視点に立った媒体、イ

ンターネット情報を作成するように取り組んでいる。 

 

 
最終更新日付 2023 年 6 月 30 日 記載責任者 堀井 静 



45 

7-34 （1/1） 

7-34 学生募集活動において、教育成果は正確に伝えられているか 

 

点検小項目 ア 方針 イ 現状 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

7-34-5 学生募集におい

て、就職実績、資格取

得実績、卒業生の活躍

等の教育成果は正確に

伝えられているか 

学校案内、ホームページ、オープ

ンキャンパス等で就職実績、資格

取得実績等の教育成果を公表す

る。 

学校案内、ホームページ、オープ

ンキャンパス等で就職実績、資格

取得実績の公表、卒業生の活躍等

を紹介している。 

 学校案内 

ホームページ 

進学情報雑誌 

インターネット媒体 

7-34-6 卒業生の活躍の

教育成果が学生募集に

貢献したかどうか正し

く認識する根拠を持っ

ているか 

志願者に対するアンケート調査の

志望動機で、「卒業生からの紹介」 

の項目を列挙し、把握する。 

本校への志願理由の一つとして、

「治療でお世話になった先生が

本校の卒業生」である旨の情報が

あること、また、本校では、卒業

生が推薦する入試制度を導入し

ている。 

  

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

卒業生情報を共有し、一人でも多くの活躍している卒業生（将来像）を紹介

し、募集活動に反映するように努める。 

 

 

 
最終更新日付 2023 年 6 月 30 日 記載責任者 堀井 静 
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7-35 （1/1） 

7-35 入学選考は、適正かつ公平な基準に基づき行われているか 

 

点検小項目 ア 方針 イ 現状 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

7-35-7 入学選考は、適

正かつ公平な基準に基

づき行われているか 

入試管理会議の議を経て、実施す

る。 

入試管理会議規程に基づく委員

による会議を開催し、公正に実

施されている。 

 入試管理会議規程 

入試管理会議議事録 

7-35-8 入学選考に関す

る情報とその推移を学

科ごとに正確に把握し

ているか 

教員会議等で入試結果を毎月報告

し、情報の共有を図る。 

学科会議及び教員会議で募集状

況等について、報告している。 

 入試管理会議議事録 

教員会議議事録 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

入学選考について、入試管理会議により公正な募集、選考が実施されている。

また、その推移については、教員会議等で説明し、情報を共有している。 

 

 
最終更新日付 2023 年 6 月 30 日 記載責任者 堀井 静 
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7-36 （1/1） 

7-36 学納金は妥当なものとなっているか 

 

点検小項目 ア 現状認識・評価等 イ アの根拠 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

7-36-9 学納金は、教育

内容、学生および保護

者の負担感等を考慮

し、妥当なものとなっ

ているか 

教育内容、学生及び保護者の負担感等

を考慮し、学納金を設定する。 

単位従量制による学費制度

を構築し、教育負荷率を考慮

した１単位あたりの授業料

を設定し、単位認定により、

学費の減免を行っている。 

また、高等教育の修学支援新

制度の対象校となっている。 

 

 

学生募集要項 

ホームページ 

7-36-10 学納金に関す

る情報とその推移を学

科ごとに正確に把握し

ているか 

学納金に関する情報とその推移を教職

員全員が把握する。 

 

募集要項の配布により、教職

員全員に周知を図っている。 

 学生募集要項 

ホームページ 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

学納金に際し、志願者及び保護者が理解できるよう、わかりやすい情報の提

供に心掛けている。また、入学辞退に対する対応も明確に提示している。 

  

 

 
最終更新日付 2023 年 6 月 30 日 記載責任者 堀井 静 
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基準８ 財務 
 

点検大項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

 

財務は、学院全体として、法人本部経理課において、管理している。 

予算書は、学院理事会、評議員会で審議を行い、作成されている。また、会

計監査は、公認会計士のもと、学院監事（外部委員 2 名）、事務局長、財務担

当者との打ち合わせのもとに実施され、毎年度適正に収支計算書が作成され、

学院理事会、評議員会で審議されている。 

審議終了後には、教職員全員に対し、決算報告会を実施し、周知徹底に努め

ている。 

経費の削減、収入源となる学生の確保に積極的に取り組んでいるが、収支状

況は、引き続き、支出が収入を超過する収支計算となっている。 

 

 
最終更新日付 2023 年 6 月 30 日 記載責任者 堀井 静 
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8-37 （1/1） 

8-37 中長期的に学校の財務基盤は安定しているといえるか 

 

点検小項目 ア 方針 イ 現状 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

8-37-1 中長期的に学校

の財務基盤は安定して

いるといえるか 

中長期的な学院の財務基盤の安定

が第一である。 

安定した経営の財務基盤となる

定員の確保（学納金収入）が重

要な課題であり、学生募集、学

生サポートの充実に努めてい

る。 

課題：事業計画に基づいた入

学者の目標数値をクリアし

ていない。 

解決方向：教職員個々ができ

る募集活動に積極的に取り

組むとともに、退学者の抑制

に努める。 

 

8-37-2 主要な財務数値

に関する情報とその推

移を正確に把握してい

るか 

大学法人であるため、学院の財務状

況をホームページ等で公表する。 

職業実践専門課程の認定により、財

務状況をホームページ等で公表す

る。 

大学法人であること、職業実践

専門課程の認定を受けているこ

とから、財務状況は、毎年度、

ホームページ等で情報公開して

いる。また、全職員に対し、財

務状況を報告する決算報告会を

実施し、情報共有を実施してい

る。 

 学校ホームページ 

2022 年度収支計算書 

2022 年度事業報告書 

明治国際医療大学ホー

ムページ 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

財政基盤の安定に取り組み、中長期計画を作成している。  

 
最終更新日付 2023 年 6 月 30 日 記載責任者 堀井 静 
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8-38 （1/1） 

8-38 予算・収支計画は有効かつ妥当なものとなっているか 

 

点検小項目 ア 方針 イ 現状 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

8-38-3 年度予算、中期

計画は、目的・目標に

照らして、有効かつ妥

当なものとなっている

か 

年度予算、中期計画は、目的・目標

に照らして作成する。 

年度予算、中期計画は、毎年度

事業計画を作成した後に予算案

を作成し、学院理事会、評議員

会等で審議され、遂行している。 

 2022 年度事業計画書 

2022 年度予算書 

寄附行為、学院理事会、

評議員会議事録 

経理規程 

 
8-38-4 予算は計画に従

って妥当に執行されて

いるか 

予算は、年度計画に基づき作成し、

執行する。 

事業計画に基づく予算案を学院

理事会、評議員会で審議し、決

定した予算案に基づき、業務を

遂行している。 

 2022 年度事業報告書 

2022 年度収支計算書 

学院理事会、評議員会議

事録、経理規程 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

毎年度の事業計画、予算案は、学院理事会、評議員会で審議されている。 

毎年度、職員全員に対し、財務状況を報告する決算報告会を実施し、学院の

現状について、教職員全員が情報の共有を行っている。 

 

 
最終更新日付 2023 年 6 月 30 日 記載責任者 堀井 静 
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8-39 （1/1） 

8-39 財務について会計監査が適正におこなわれているか 

 

点検小項目 ア 方針 イ 現状 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

8-39-5 財務について会

計監査が適正におこな

われているか 

財務について、会計監査を適正に実

施する。 

会計監査は、公認会計士のもと、 

適正に実施されている。 

 2022 年度 監査報告書 

8-39-6 会計監査を受け

る側・実施する側の責

任体制、監査の実施ス

ケジュールは妥当なも

のか 

会計監査を受ける側・実施する側の

責任体制を明確にし、監査は年間ス

ケジュールのもと実施する。 

会計監査は、学院監事（外部委

員）、経理部長と打合せのもと計

画的なスケジュールに基づき、

実施されている。 

 2022 年度 監査報告書 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

会計監査は、公認会計士のもと、公正、適切に実施されている。  

 
最終更新日付 2023 年 6 月 30 日 記載責任者 堀井 静 
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8-40 （1/1） 

8-40 財務情報公開の体制整備はできているか 

 

点検小項目 ア 方針 イ 現状 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

8-40-7 私立学校法にお

ける財務情報公開の体

制整備はできているか 

私立学校法における財務情報公開

を実施する。 

本校は大学法人であることか

ら、私立学校法における財務情

報公開を実施している。 

 2022 年度貸借対照表 

収支計算書 

監査報告書 

財産目録 

8-40-8 私立学校法にお

ける財務情報公開の形

式は考えられているか 

私立学校法における財務情報公開

の形式に準じる。 

文科省で定められた所定形式で

学院ホームページにおいて毎年

度財務情報公開を実施してい

る。 

 

 2022 年度事業報告書 

収支計算書 

監査報告書 

財産目録 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

学院の財務情報について、学校ホームページ、大学ホームページ等で公開し

ている。 

また、決算役員会終了後、教職員全員に対し、財務状況を報告する決算報告

会を実施している。 

 

 
最終更新日付 2023 年 6 月 30 日 記載責任者 堀井 静 
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基準９ 法令等の遵守 
 

点検大項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

 

専修学校設置基準、あん摩マツサージ指圧師、はり師、きゆう師等に関する

法律、柔道整復師に関する法律、あん摩マツサージ指圧師、はり師及びきゅ

う師に係る学校養成施設認定規則、柔道整復師学校養成施設指定規則、あん

摩マツサージ指圧はりきゅう教員養成機関指定基準等の法令に基づき、教育

を実施している。 

また、加盟している公益社団法人東洋療法学校協会、公益社団法人全国柔道

整復学校協会等の倫理綱領等に基づき、法令遵守の精神を教育に取り入れて

教育を実施している。 

 

 
最終更新日付 2022 年 6 月 30 日 記載責任者 藤井 義巳 
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9-41 （1/1） 

9-41 法令、設置基準等の遵守と適正な運営がなされているか 

 

点検小項目 ア 方針 イ 現状 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

9-41-1 法令や専修学校

設置基準等が遵守さ

れ、適正な運営がなさ

れているか 

関連する法令を遵守し、適切な学校

運営を行う。 

関連する法令を遵守し、適切な

学校運営を行っている。 

  

9-41-2 法令や専修学校

設置基準等の遵守に関

して、教職員・学生等

に対する啓発活動を実

施しているか 

関連法規の授業及び教員会議等に

より、教職員並びに学生に対し、法

令遵守の啓発活動を実施する。 

関連法規の授業、学科会議、教

員会議により、周知徹底を諮っ

ている。 

 

 

 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

鍼灸師、柔道整復師に関連する法令、専修学校設置基準等を遵守し、学校教

育を行っている。 

 

 
最終更新日付 2023 年 6 月 30 日 記載責任者 堀井 静 
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9-42 （1/1） 

9-42 個人情報に関し、その保護のための対策がとられているか 

 

点検小項目 ア 方針 イ 現状 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

9-42-3 志願者、学生や

卒業生および教職員等

学校が保有する個人情

報に関し、その保護の

ための対策がとられて

いるか 

規程に基づき、個人情報の保護に取

り組む。 

情報の収集の際には、本校の個

人情報保護方針に基づき、実施

している。 

 

 

個人情報保護方針 

個人情報保護委員会規

程 

9-42-4 個人情報に関し

て、教職員・学生等に

対する啓発活動を実施

しているか 

個人情報の保護に関し、教職員・学

生等に対する啓発活動を実施する。 

教職員には、情報の収集の際に

は、個人情報の取扱い及び保護

について明記するよう努めてい

る。また、教員が研究を行う際

には、倫理審査委員会の承認を

得て実施するよう周知徹底を図

っている。 

 

 

臨床研究倫理審査委員

会規程 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

個人情報の保護に関し、学校が定めている個人情報保護方針に基づき、厳格

に対応している。 

 

 
最終更新日付 2023 年 6 月 30 日 記載責任者 堀井 静 
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9-43 （1/1） 

9-43 自己点検・自己評価の実施と問題点の改善に努めているか 

 

点検小項目 ア 方針 イ 現状 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

9-43-5 自己点検・自己

評価を定期的に実施

し、問題点の改善に努

めているか 

自己点検・評価は法令に基づき実

施し、問題点の改善に取り組む。 

毎年度授業評価アンケートを実

施し、教育の改善にむけて取り組

んでいる。 

また、職業実践専門課程の認定に

基づく年 1 回の自己点検・自己評

価を実施し、問題点の抽出、改善

に取り組んでいる。 

 自己点検・評価報告書 

9-43-6 自己点検・自己

評価に関する方針は確

立されているか 

私立専門学校等評価機構作成の様

式に基づき実施する。 

教育内容、学生支援を主とした自

己点検、自己評価に取り組んでい

る。 

  

9-43-7 自己点検・自己

評価に関する方針は関

係者に対して正確に伝

わっているか 

学校ホームページ等を通じ、関係

者に対し、公表する。 

教育に対する自己点検・評価につい

ては、各授業担当者がその意義を理

解し改善に努力している。しかしな

がら、改善項目の内容については、

その意図するところが正しく認識

されていないことも見受けられる

ことから、定期的な打合せを必要と

している。 

 

  

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

私立専門学校等評価機構の様式に基づき、自己点検、自己評価を実施し、そ

の結果を公表している。教育を主とした問題点については、教育委員会、管

理運営会議を経て、改善に取り組んでいる。 

 

 

 

 
最終更新日付 2023 年 6 月 30 日 記載責任者 堀井 静 
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9-44 （1/1） 

9-44 自己点検・自己評価結果の公開はしているか 

 

点検小項目 ア 方針 イ 現状 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

9-44-8 自己点検・自己

評価結果は公開してい

るか 

自己点検・自己評価結果はホーム

ページ等で公開する。 

職業実践専門課程の認定により、 

自己点検・評価報告書をホームペ

ージで公開している。 

 学校ホームページ 

9-44-9 自己点検・自己

評価結果の公開に関す

る方針は確立されてい

るか 

自己点検・自己評価結果の公開に

関する方針を確立する。 

私立専門学校等評価研究機構が

作成した様式を基に、項目毎に公

開している。 

  

9-44-10 自己点検・自

己評価結果の公開に関

する方針は関係者に対

して正確に伝わってい

るか 

関係者に対し、情報を共有し、周

知徹底を図る。 

教育課程編成委員会、学校関係者

評価委員会の開催、管理運営会議

において、改善項目についての抽

出、検討を行い、情報共有を実施

している。 

 学校ホームページ 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

私立専門学校等評価研究機構の様式を基に、自己点検・評価を行い、その結

果をホームページ等で情報公開している。 

 

 
最終更新日付 2023 年 6 月 30 日 記載責任者 堀井 静 
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基準１０ 社会貢献 
 

点検大項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

 

本校では、次のとおり地域連携に取り組むこととする。 

１．市民公開講座の実施 

  定期的に健康に関する公開講座を学校において開催し、健康相談、鍼灸、

柔道整復の啓発活動に取り組んでいる。 

２．健康セミナーの講師派遣 

３．高等学校におけるキャリア教育の実施 

４．地域との連携を図るため、近隣で構成されている工場等協議会に加盟す

ることによる情報の共有 

５．学生通学路の定期的な清掃活動 

６．吹田市並びに大阪市と「津波災害または水害時における緊急一時避難施

設としての使用に関する協定」を締結 

 

上記、２．３の項目については、新型コロナウイルス感染拡大防止の観 

点から実施できず、１の項目は１回のみの実施となった。 

 

 
最終更新日付 2023 年 6 月 30 日 記載責任者 堀井 静 
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10-45 （1/2） 

10-45 学校の教育資源や施設を活用した社会貢献を行っているか 

 

点検小項目 ア 方針 イ 現状 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

10-45-1  広く教育機

関、企業・団体、およ

び地域との連携・交流

を図っているか 

各種関係団体、地域との連携を図

る。 

近隣で構成されている工場等協

議会に加盟し、定期的な総会、研

修会に参加。また、学園祭開催に

より、近隣の自治会との交流を図

っているが新型コロナウイルス

感染拡大防止の観点から学生及

び教職員のみで実施した。 

  

10-45-2 学校の資源を

活用し、生涯学習事業

や附帯教育事業を行っ

ているか 

学校の資源を活用し、生涯学習事業

や附帯事業を実施する。 

土曜日、日曜日等を利用し、施

設を開放し、生涯研修等に取り

組んでいる。 

  

10-45-3 学校の施設・

設備を開放するなど、

地域社会と連携してい

るか 

健康講座、市民公開講座等の実施に

より、地域社会との連携を図る。 

市民公開講座や学校行事等によ

り、施設を開放している。更に、 

吹田市からの依頼により、津波

災害又は水害時における緊急一

時避難施設として開放してい

る。また、附属治療所を設置し

ていることから、健康に関する

地域医療に取り組んでいる。 

  

10-45-4 諸外国の学校

などと連携し、留学生

の相互の受け入れ、共

同研究・開発を行って

いるか 

 留学生の入試制度を設け、入学

者が在籍している。諸外国の学

校との連携は実施していない。 

 

  

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 
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10-45 （2/2） 

点検小項目 ア 方針 イ 現状 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

10-45-5 重要な社会問

題について、学生や教

職員に対し啓蒙活動を

行っているか 

重要な社会問題が発生した場合にお

いて、教職員だけでなく、学生に対し

ても啓発活動を実施する。 

重要な社会問題について、ホ

ームページ、個人に割り当て

られたメールを利用し、周知

徹底を行っている。 

 

  

10-45-6 学校として重

要な社会問題に具体的

に取り組んでいるか 

学校として判断する重要な社会問題

について、具体的に取り組む。 

学校として重要な社会問題に

ついては、管理運営会議で具

体的な検討を行い、教員会議

等を経て周知徹底を図ること

としている。また、確認のた

め、個々に割り当てられたメ

ールに送付している。 

  

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

市民公開講座の開催及び地域企業が開催する健康講座等への教員派遣、吹田

市との連携など、社会貢献に努めている。 

 

 
最終更新日付 2023 年 6 月 30 日 記載責任者 堀井 静 

 


